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　前回は，包装についての一般的な事項と，現在使用されている木質包装容器の種類につい

て述べた。今回は木質包装材料の特質について述べ，後に木質包装材料の将来と，工業包装

の様相を変えつつあるユニットロード方式と称される輸送荷役の方法について簡単にふれ
る。

　5．工業包装からみた木質材料の特質
　木質包装容器の材料として現在使用されているもの
は，製材，合板，単板，繊維板，緩衝材としての木毛

などである。JISに規定されているこれら木質材料
の樹種，品質については，どのような根拠で決定され
たのか詳しい事情はわからないが，一応第2表にあげ

第2表  JIS に  規  定　さ　れ　て　い　る　木  質  包  装  材　料

注　ワイヤバウンド箱，ワイヤバウンドスカシ箱については材料として学板（JAS合格品），繊維板
　（JIS A5907の硬質繊維板1号）が規定されている。ただし繊維板はスカシ箱には用いない。
　　洋ダル，木毛についてはJIS Z1409－63，JIS Z140－60にそれぞれ規定されている。
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ておいた。

　つぎに包装材料としての木質材料の特質を，さきに

述べた工業包装の具備すべき機能にてらして検討して

みる。

　いうまでもなく工業包装のもっとも重要な機能は内

容品の保護である。内容品の強度によってもちがう

が，容器が外部からの機械的圧力や衝撃力によって，

また場合によっては容器内部からの圧力によって破壊

されることがあってはならない。外部からの障害とし

ては，積み重ねによる圧力や，荷役中の乱暴な取扱

い，輸送中の振動などによる衝撃力があり，内部から

の破壊力としては，ボルトやナットのように重量があ

りかつ全体として一定の形を保ちにくい物，すなわち

不定形重量物が内容品である場合や，不整形の重量物

が容器の内側で固定されずに移動しやすい状態になっ

ている場合に発生する衝撃力があり，特殊な場合とし

ては醗酵性液体を入れた樽の内部などに発生する圧力

がある。

　木材は現在使用されているほかの容器材料に比較し

て一般に強度が高く，積み重ねなどの圧方によく耐え

るし，容器に組立てたときの剛性も類似の目的に使う

ほかの容器にくらべて相当に高い。しかし，いくら容

器の強度，剛性は高いのがよいといっても，コンクリ

ート製容器にガラスコップを入れて輸送するわけには

ゆかない。すなわち容器には緩衝性が必要である。も

ちろん緩衝性の乏しい材料を使った容器でも，緩衝材

を使用して，しかるべき包装方法を施せばよいが，容

器自体がある程度の緩衝性を持っていることがのぞま

しい。木材は大重量の物品に対して良好な緩衝性を持

っているので，多くのプラント，大型機械，機械台部

などの輸送には，腰下，ワク組箱，スカシ箱として使

用されている。中重量や小重量の物品に対しては，ス

カシ箱とくにワイヤバウンドスカシ箱を使うことによ

って，容器の剛性は多少減少するが，良好な緩衝性を

得ることができる。包装の緩衝性の必要度は，輸送，

保管，荷役の状況や方法によってことなり，輸送や荷

役の方法が近年のように進歩してくると，あとで述べ

るように大重量物の包装にかならずしも木材を使用す

る必要がなくなってくることも考えられる。

　保護機能は，機械的圧力や衝撃力に対してばかりで

なく，雨水，湿気，湿気によって発生する錆，黴など

に対しても内容物を保護しなければならない。湿気に

対する保護機能はとくに海上輸送の場合に大切であ

る。木質包装材料は一般に雨水に対して抵抗性が少な

く，雨水にさらされては困る内容品の場合には，雨水

を避けるような輸送方法をとらないかぎり，かならず

防水包装を施さなければならない。また湿気に対して

も，木質包装材料は弱く，錆や黴をきらう内容品の場

合には防湿，防錆，防黴などの包装方法を施す。湿気

については，包装容器を組立てている木質材料の含水

率が高い場合はもちろんであるが，たとえ包装を実施

するときに含水率が低くても，輸送（とくに海上輸

送）や保管の途中で周囲から吸湿し，内容品に錆を発

生させたりすることがあるので注意を要する。含水率

については，JISで木箱やそのほかの容器を製作す

るときの材料の含水率を18％以下と規定しているが，

一般に実行されていないようである。そのために組立

てられた容器があとになって乾燥し，ひどいときには

破壊することもあり，破壊しないまでも，非常な強度

の低下をきたしているのが実情である。

　木質材料の吸湿性は普通はきらわれるが，これを反

対に利用した包装もある。たとえば，火薬，兵器，弾

薬などは，雨水にさらされるような場所で使用される

ことが多いが，これらの内容品を防水または防湿包装

で内装しておき，外装容器に密閉木箱を使用すると，

吸湿によって木材は膨脹し，密閉性は一段と高まり，

それ以上の雨水を防ぐことができる。また樽は外部か

らの雨水を防ぐのではないが，この性質を利用した典

型的な例である。

　木質包装材料は一般にどこででも入手しやすく，容

器に組立てるのにも，特別な工具や技術を必要としな

い。いたって製造性，作業性のよい材料といえる。し

かし一方，このことを裏がえせば，W．B．Boxを除い

ては，同一規格のものを短期間に大量に必要とする場

合には，大量の材料の入手難，組立ての非大量生産性

のためにとても間に合わないことになる。しかし，こ

れもW．B．Boxの発達によって解決される傾向にあ
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る。製造性でいま一つ注意する必要があることは，合

板，繊維板のような材料を利用するとき，木取りのむ

だが発生する可能性があることである。このことは，

包装容器のモジュール化5）が進めば解決することであ

るが，すくなくとも現状では，あとに述べる経済性に

も直接に影響することであり，なおざりにはできな

い。

　工業包装は内容品を，輸送や保管中に生じるいろい

ろな障害から，保護することを主目的とするのである

が，物品が受荷主の手にわたり内容品が使用される段

階では解装されなければならず，解装された容器その

他のものは不用となる。木質材料による包装は一般に

解装が簡単であり，金テコと釘抜きその他二，三の道

具があれば短時間のうちに解装できる。

　解装された容器類は，受荷主の立場からみると，保

管しておいて再使用するか，焼却そのほかしかるべき

処分をおこなうか，送荷主に回収してもらうかのいず

れかである。一般の工業包装では，保管しておいて再

使用することはほとんど考えられず、またコンテナー

類や特殊な通い箱でなければ現状では回収することも

不可能に近い。残る方法は焼却するか，解体してほか

の用途に転用するのがもっとも普通である。木質材料

は焼却処分が簡単であると同時に，解体してほかに転

用することも比較的容易である。ただしW．B．Boxの

場合は，解体に人手を要しほかに転用される機会が少

ないようである。

　工業包装には，輸送先，荷役取扱い上の注意，解装

方法などをしるす場合が多いが，木質包装材料は一般

に印刷性がよくない。このことは，鮮明に印刷されに

くいということのほかに，木箱などの生産が手工業に

近い状態であるので，ダンボール箱のように印刷機械

によって印刷される事が少ないことも注意を要する。

このあとの方の問題はW．B．Boxのように簡単な印刷

機械によって部材に印刷したのちにブランクマシンに

よって組立てている例があるので，木質包装材料に本

質的な欠点ではないと考えられる。

　ダンボール箱などでは，印刷機械を通すことによっ

てその強度が低下するので，印刷された部分の全体の

面積に対する比率や印刷図形に制限をうけたり，多色

印刷をおこなおうとすると印刷機械を通す回数が多く

なってそれだけ強度の低下をひきおこす。木質包装材

料は印刷によって強度が低下するようなことはない。

　輸送性，荷役性に関しては，木質包装材料が本質的

にほかの材料に比較して劣っているということはな

い。機械荷役が発達する傾向にあるので，手かぎなど

は使われなくなるだろうが，これに対してはむしろほ

かの材料たとえばダンボール箱などにくらべると抵抗

性が高い。機械荷役に対する適応性は材料の本質的な

性質というよりも，包装容器の構造の問題として考え

られるべきであろう。ただ従来，容器の外側に胴サン

を施したものや，補強，荷役の便のために木箱に縄掛

けしたものが見られたが，これは輸送の際の積載効率

を著しく低下させ，保管にもスペースを要することに

なり好ましくない。必要なら内サンや帯鋼の使用，構

造の改良で解決すべきであろう。

　最後に経済性であるが，従来，日本では割合に木材

資源が豊富であったので，木箱は安いという観念があ

るが，現在では必ずしもそうとは限らなくなってきて

いる。たとえば，魚箱は木箱ときまっていたが，これ

も今政府が強力に推進しているコールドチェーンが軌

道にのると，大量生産のできるプラスチック製や金属

製の箱にとってかわられるかも知れない。JIS

Z 1608－63 には金属製魚箱および凍結パンの規定が

ある。また独壇場と考えられるプラント輸送のような

重量物包装の分野でも，木材にかわって鉄鋼を用いて

30％あまりのコストダウンをおこなった例がある7）。

　6．木質包装材料の将来

　木質包装材料が将来どうなるかは難しい問題で，簡

単に結論を得ることはできないが，第3表3）にも見ら

れるように，ほかの包装材料の伸びに対して木質包装

材料の伸びが低い。この木質容器のなかには，重量物

包装の分が含まれていないので実数はこれより高いと

も思われるが，各種の包装材料のなかに占める位置が

徐々にではあるが低下してきていることは否定できな

い。昭和38年での木製容器の全包装材料に対する百分

率は11.4％であるが，日本よりも包装が進歩している
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第3表　包装資材生産額の推移　　　（億円）

といわれるアメリカでの同じ年の木製容器の百分率は

3.1％になっている4）。アメリカと日本では事情がち

がうので一概にいえないし，たとえ比率が低下したと

しても生産量の絶対値が低下することに直接つながる

ことにはならないかも知れないが，日本でも木製容器

の比率がまだ或る程度減少するものと考えられる。

　その理由を輸送，保管などの技術の進歩や流通革命

とまで称される流通機構の変革などに求めることもで

きるが，最大の原因は，木質包装材料のコスト高と，

同一規格のものを大量に供給する能力に乏しいことで

はないだろうか。ここでいうコストは直接の包装につ

いてだけでなく，輸送や保管の費用も含めた流通全体

についてみたものをさす。

　機械や工業材料のような重量物包装の分野では，ま

だしばらくは木質包装材料が使用されるであろうが，

一般消費材のような軽重量の物品については，徐々に

ではあるが，ほかの包装材料に代替されている。とく

に生鮮食料品の分野ではコールドチェーンの整備に伴

ない全く予断をゆるさない状態にある。

　また輸送，保管を中心とした－したがってとうぜん

工業包装に直接関係がある－包装のモジュール化が進

むと，何種類かの寸法のものに統一され，多種小産と

いう木質包装の利点が薄れてくることも考えられる。

　そのほか，重量物包装の分野では，木材の強度等級

区分が明確にされていないために，包装設計の強度計

算で安全率を高くみなければならず，鉄鋼などを使っ

た場合のコストにくらべて，内容品によっては不利に

なることもあり得る。

　したがって，木質包装材料の

強度等級区分をはっきりさせた

り，同一規格のものを大量に供

給できるような製造方法とそれ

に関連した容器の構造の改良を

進めたり，ほかの材料とコンバ

インさせる方向の研究をおこな

う必要がある。

　7．ユニットロード方式

　流通機構のなかにあって，生
産された商品（工業材料のような半成品を含めて）は

生産の末端で包装され保管，輸送等を経て使用者の手

に渡るのであるが，そのあいだ荷役運搬作業がくりか

えしおこなわれる。その回数は普通6回以上にもなる

といわれるが，それが流通費の増大，商品の破損，紛

失等の原因となっている。

　もちろん，荷役運搬の方法は工業包装と密接な関係

にあり，この両者をあわせて研究がなされている。こ

のような状況のなかで，荷役，輸送の方法として脚光

をあびてきているのが，コンベアー方式とユニットロ

ード方式である。

　コンベー方式は，生産の末端に位置して，商品の

移送，仕訳，倉庫での保管を受け持ち，ユニットロー

ド方式は輸送を担当している。

　ユニットロード方式については，すでに多くの文

献6),8),9),10),11),12),13),14),15)があるが，ユニットロード

方式に使われるパレットとコンテナーについての知識

は，これらの分野に木質材料の用途をみつけてゆくた

めの手掛りになるばかりでなく，工業包装とそれに使

われる木質包装材料の将来を考えるうえにも役立つと

思われるので，簡単に紹介する。

　ユニットロード方式とは，包装された商品の輸送に

あたって，これを荷役運搬に便利なある適正な個数ま

たは重量にとりまとめ，このとりまとめられたものを

1単位として，輸送の途中でとりくずすことなく一体

のものとして機械で荷役するものである。こうするこ

とによって鉄道，道路，海上などの各輸送機関は有機
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的に結合され，その接点で包装品を一々積み換える時

間と労力がはぶかれ，また包装品の破損，紛失などの

事故を減少させることもできる。このユニットロード

方式の具体的な実行手段がパレットとコンテナーであ

る。

　パレットとは第14図 10）のように包装された商品をそ

の上に積み付ける台であり，多くは木製で普通はくり

かえし使用される。平パレットと箱パレットの2種類

があり，平パレットの一般的構造は第15図 13）のように

フォークリフトのフォークを差込むための間隔をとっ

てならべたケタの両面にデッキボードと呼ぶ床板のよ

うな板を張ったものである。箱バレットは第16図 15）の

ように，平パレットの上に組立式の底のない四角のわ

くをのせた構造である。平パレットは整形された規格

品などに用い，箱パレットは輸送や保管中に荷くずれ

第16図　箱　パ　レ　ッ　ト

第14図　積み付けられたパレット

第15図　平　パ　レ　ッ　ト

しやすい不整形な物品や，とりまとめてユニットロー

ド化しにくい物品に使用される。パレットへの積み付

け，荷降しには，パレタイザーやデパレタイザーと称

する自動機械が開発され，ほとんど人手を要しない。
平パレットについてはJIS D6002－64に8種類の構

造が規定されており，荷重は0.5t，1t，2tの3種

類，大きさは長×巾で表し，最小800×1000mmか

ら最大1200×1800mmまで7種類ある。日本ではまだ
実現していないが，西ヨーロッパでは11ヶ国の間でパ

レットプール制度が実施されている。これは個々のパ

レットには所有者をきめず，自分の所有するパレット

の種類と枚数を管理事務所に登録しておく。輸送を終
ったパレットは発送地に送り返すことをせず，近くの

パレットを必要とする所に回送する制度である。こう

することによって，空のパレットを運ぶむだをなく

し，小数のパレットを有効に使うことができる。いず
れ日本でも実施されるものと思われる。

　コンテナーはパレットでは荷くずれしやすい物品

や，パレットに積み付けできない不整形の物品に，ま

た濡損や盗難を避けたい場合に使用する。パレットで
は1単位の大きさにおのずから限度があるが，コンテ

ナーでは鉄道で5t，海上で10tのものがある。構造に

はいろいはろのものがあり,材料にも木製,金属製その

他があり，組立式のものもある。日本通運では，3
型，4型，7型，14型の4種類の大きさ，金属密閉箱

式，木製スカシ箱式の2種類の構造の標準小型コンテ

ナーを持っている。第17図9），第18図9），第19図9）はそ



第17図　金属製密閉小型コンテナー

第18図　木製スカシ小型コンテナー

第19図  大型コンテナー

れぞれ密閉箱式，スカシ箱式の小型コンテナーおよび
大型コンテナーである。小型コンテナーについては，
JIS Z1609－65に金属製の規定があるが，大型に関
しては未定である。
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